
泉東灘市∴繚察報告譜

辞鴇タラプ∴結線 総叢

l,即時∴令勧語草了塙2王鵜 t金う 草薙即時̃11蒔

愛費繋諦噛 商揮昇段、鍵撥エビも灘鰻感づく雄築 3薯 村離縁蓬、擁占用晶畿∴藤嫌み

つえ

‡暮 雨繋

織 節畿灘鵜ナワクチン緩繋琵救薄の轟駒、遊猟薬藤波洗

車\兜駿灘が軍縮榊こなったの履、磯鶏からの襲饗だった。

・繊鵜が主椿とな信輔薄を招き、議会も 一緒に学習会繁閑解したため、紅綬韓を基適認識

できた。

支離こもなぜ時論捌きこするのか∴轢鶉にするめか、辞巌が説明をしたや

・衆人染串は純の轟台勘こ比べて、銅暗闘織賽鰹率、∴持去較幼船齢繚率が篤い。、

圃 怠団円∴関守5.技→敦夫薄磐生 り1職̃ふl歳 閏磐.韓登→ぷ・織郡

・鰹繚葬送祥瑞蜜 も5撥以上轟齢爵→撥穏葬送狩〔畠畿場†里香熊鷹か轟ま専

1 1繚以下→商議翻

(亭クチ招離鶉への溌鱈)

・蒋授か鉦や藍に随鱈メッセージを朝対した掌、鍬蛾やH骨で漬允でいる、

口調Pに「ツタ字詰の薫金笹津緋鎚勘のぺ〆ジを揮成し∴翻塵慮報聾灘などの最新鱒織を

アップデートしてい怠費

・緯烏、墓.lへ「鮪灘コ増す感染およびワクチン撥穏幾の腱嬢状況などを把撥するためのアン

ケート翻蜜」錆発鱈。

・鱒鵜の癌轍紙に「灘鵜ナ曽イ拒ス感染癌綴遊説轟」を掲載の

・その他 轟巌薄紫の‡対薯や触議会を粥縫

く青郷ナ・ワクチン 翻転結蓑緩棒翻〉

書蕪束縛葦で強、羅講談椿納め緩繍 雷後邁彊改薄プ離グラムの実施 鳶串蝕窮の随蟻綾欝

支援儀繊度∴恥撥鱗を行い、串武の畿嬉しの向上を離汚している。

く摘畿薬繚)統令嬢嫌に規範を縛った接騨$即ごま砂嚢擬の雑書箪彊高調鱒舞繋薬の繍勤金

常襲諸辱軍産鏑か沸招お妙薬謹簿薬として-搬財源率でう。無索ン雪イ詰細談∴亮馬大 電、

擦懸セン者か 富合人 鷺撥機関∴3怠太

く縫避漉簸薄プ鵜グラムの内薄〉

・‡鵜.ま鵜葦から餅灘青郷亨の感染ステージに癌じて、爛々則穀親こあわせた螺幣プ鵜グラ

ムを薬縄ぐR語草は闘調薬繋勘こ対し鱒筋金尊※、鵠言当主から法事の繋露草※。財源薄ふ

為さ挑む緩速憩繰入金尊



●

最初はタラやドアアンディンがで資金を総めた購

・蘭簿∴昇一圃∴‡-郎紺璃∴薬繚1 9九

・統合揆瀬 轟然曲蜜のものを増車声で硝醐経を整え、 !義範藤生轟然治癒丸鋤乱上薄

操錆緩和、較簿を輔簿す。

(感想)呼蟻が薬になった、事乎ッダ葦∴ござた、頭や緒がすっき響した∴緩怠感がなくなっ

た、簿鋤編みが纏減、金寛がずっ曽我した。袈発鮭難聴がそ勧鶉で治ったダー只お潜る寄

書∴ 碗外の轟こ対慮、熊料

・較絆しやすい燭としては∴コ離す後避彊>アクチン緩避癌やヴタテン藤懸綬感染後邁薄

く薫緩怠について〉

・ l塞韓の申緒が壷患。

・通院、入滋、文欝欝蜜だ織健康優駿などによ患薫総額を除く3帝

(蔓,優太‡卦卓の態様プ韓グラムに雪いで

・ 〈薄弱鄭華鍵感づく響繚遊条例〉があゆ、塞嫡予防親鶏に駁鵜緩んでい恵め

裏嬢薄紙治癒はプ鵜だけど、鍵嬢は素人

裏鉄犠しをあげていく。粟轟曽舞が弁護鴻鵠こお繋がる。

弓、緩嬢の思え怠陀 轟分秒異種を細るお

盆、学びの発薬∴細織やノウハウを学び体験でき馬場や、からだを縫え嚢簸ず怠磯薬や鱒綴

凝藍、、

3、愈薄の繚避∴燕ぺ忠男群星きる点

在、繋綴な邁駅艦∴箆鮒こあった健凝づくり、常葉遵擬、帝操典翻

意一統と」タでの(為し呼びプ照ジェタロ について詳しく続開していただきましたも

苑は金舞をまえ馬上葦で寮生芯を正しい状態に愁えることは、葦繕鵜島掌理こならず、

鰹感熱緒を綴韓するために木棚なこと裏 手どもの頓から愚擬を鍛え善幸輝ダ掌ムを言汀をあ

げて敵勢組んでいる。

・奪駿兜総論、認定ござ緋乳「遵緻・スポ」∵少欝轄化繊遭翰繋」、介撥剖韓フォー̃ラム、来

臨余輩雷管との適灘、∴串‡寧綴敬譲対象にした綱熔会など。

当轟叢、葦議、薄日青酸鶉も単願で勤務していました。

電食薄について

・怠討幕、未然醸造昧噛、素然蟻など、∴ の予撥で欝のよい給食にしている鵜

・辞が薗撥襲い取ってい怠鑑

・牛乳は緩々熱闘撥があり減らしている食

費発条莱駁給食

費泉蕪辞ま撥雄温帯留まないため、全開蕎魂と繋がり、給食縫撥している言蓋本悌無料轟総

率アt㌣亨に繋げている。



●

・給食で散り太れ患語で紳南端って掴湖を薫走る。藤村と蔀軍部総共持上熊襲輔二舗†

範、藤欝お人鋤薄霧藍鵜を支える。一

細雪縁か緑ま、泉大津串の計誌である、シーバスパーク椿饗料寵臣熊大酒笹岡薄餓〈シ

ープラ〉 凄艶掌上意した。

亘ノーパ宣言㌫∵タは大きな公鞠で、泥んこ選びができ患ゾーン、音ヾ嶋卒セン写榊∴デッキテ

ラス、針棚寝かふ、り上∵タショップスぺ岬ス、更衣室」シャヴ弓レーふ、曾澱串を経机る

描く水遊びができる)∴週末など郊マルシェ、イベント弼鮮キッチン丸…奄どが鱗えであり

ました薬

事総欝鍬ま、蘭繋施設軸こ遼点綴欝スぺ榊只もあゆとて車諸輔しやす仁蔑称み中の子株

たちがたくさん薄れていました。

生 態緩

怠太薄軸ま、行数担当磯鶏羅感材遵新で、緩駒こ関する欝熊がまでを轟いため、祥敬呈韓

で鄭薄をしい敢り組みが怠されていると感じました。,また、軍馬が麟緯撥縫幻鶏繚なく、蒋

民のことを難詰こ牽毛馬太線を持った帝燕で、その串農を議勘まじめ議会凍上支えている駿

孫幣は繋鱒むしいと感じました。衆轟楽師ま言う本で薩 《、闇の駿等勘こまって嵩しめ蹄‡て

い怠直球も掌っている薄緑な錆で言鞘寒露を濁くことがで雪、来襲等控も深く、亨駿の薄動

線蕊練直轟こつながりました言毘鶉によって学んだことを、少しで尋㍉繭もしてい注意点諒こ、

瀬撮っていきたいと憩います。

シーバスパーダ


